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に
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（
1
）

　
代
来
城
は
旬
奴
鉄
佛
部
の
劉
衛
辰
が
三
七
六
年
現
在
の
オ
ル
ド
ス
地
域
に
築
い
た
城
で
あ
る
。
し
か
し
三
九
一
年
に
鮮
卑
拓
践
部
の

北
魏
に
攻
め
落
と
さ
れ
、
五
世
紀
後
期
に
北
魏
が
軍
事
拠
点
と
し
て
使
用
し
た
も
の
の
、
間
も
な
く
放
棄
さ
れ
そ
の
位
置
も
定
か
で
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
代
来
城
の
位
置
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
っ
た
が
は
っ
き
り
と
確
定
は
で
き
な
か
っ
た
。
一
九
八
七
年
に
戴

応
新
氏
が
楡
林
市
西
方
の
白
城
台
遺
跡
の
現
地
調
査
を
行
っ
て
こ
れ
を
代
来
城
と
主
張
し
、
一
九
九
一
年
に
白
城
台
は
代
来
城
遺
趾
と

　
　
　
（
2
）

認
定
さ
れ
た
。

　
私
は
二
〇
〇
一
年
八
月
二
三
日
に
こ
の
白
城
台
遺
跡
を
参
観
す
る
機
会
を
得
た
。
代
来
城
は
、
劉
衛
辰
の
子
赫
連
勃
勃
が
築
い
た
統

万
城
と
共
に
、
石
灰
を
用
い
た
独
特
の
築
城
法
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回
そ
の
工
法
の
様
子
も
実
見
し
、
こ
の
遺
跡
の
重
要
性
を
あ
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ら
た
め
て
認
識
し
た
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
白
城
台
遺
跡
の
現
状
を
報
告
し
、

一
　
代
来
城
の
沿
革

併
せ
て
代
来
城
遺
跡
の
位
置
に
関
す
る
研
究
史
に
も
若
干
触
れ
た
い
。

　
そ
れ
で
は
先
ず
代
来
城
の
建
設
と
放
棄
の
沿
革
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。
代
来
城
を
建
設
し
た
劉
衛
辰
は
旬
奴
鉄
佛
部
の

首
長
で
、
当
時
オ
ル
ド
ス
一
帯
に
勢
力
を
持
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
旬
奴
鉄
佛
部
は
元
来
現
在
の
山
西
北
部
に
居
住
し
て
お
り
、
三

国
西
晋
時
期
に
は
旬
奴
南
単
干
の
配
下
に
あ
っ
て
、
所
謂
山
西
五
部
旬
奴
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
。
南
勾
奴
単
干
は
、
そ
の
祖
呼
韓
邪

単
干
が
漢
の
皇
室
と
通
婚
し
た
こ
と
か
ら
、
三
国
時
代
以
降
劉
姓
を
称
し
て
い
た
が
、
鉄
佛
部
の
首
長
劉
氏
一
族
も
、
そ
の
姓
か
ら
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

判
る
よ
う
に
飼
奴
単
干
の
末
商
で
あ
る
。
し
か
し
西
晋
光
煕
元
年
（
三
〇
六
）
、
時
の
首
長
劉
虎
が
反
乱
を
起
こ
し
、
西
晋
の
井
州
刺

史
劉
現
の
要
請
を
受
け
た
鮮
卑
拓
践
部
に
撃
破
さ
れ
オ
ル
ド
ス
に
逃
れ
た
。

　
こ
れ
よ
り
先
、
西
晋
は
八
王
の
乱
に
よ
り
内
乱
状
態
に
陥
り
、
三
〇
四
年
こ
れ
に
乗
じ
て
南
旬
奴
単
干
劉
淵
が
山
西
に
「
漢
」
を
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

国
し
て
い
た
。
「
五
胡
十
六
国
時
代
」
の
始
ま
り
で
あ
る
。
三
一
二
年
に
は
「
漢
」
軍
が
西
晋
の
首
都
洛
陽
を
陥
落
さ
せ
、
西
晋
は
事

実
上
崩
壊
し
た
。
鉄
佛
部
は
し
ば
ら
く
オ
ル
ド
ス
に
逼
塞
し
て
い
た
が
、
三
一
四
年
に
劉
虎
は
同
族
の
よ
し
み
も
あ
っ
て
、
「
漢
」
皇

帝
劉
聡
よ
り
楼
煩
公
・
監
鮮
卑
諸
軍
事
・
丁
零
中
郎
将
に
任
じ
ら
れ
、
山
西
北
部
に
帰
還
し
た
。
劉
虎
は
三
一
七
年
に
拓
践
部
を
攻
め

た
が
大
敗
し
、
劉
虎
自
ら
単
騎
塞
外
に
逃
亡
し
部
衆
の
一
部
が
拓
祓
部
に
降
伏
す
る
ほ
ど
の
打
撃
を
受
け
た
。
劉
虎
と
鉄
佛
部
衆
の
多

く
は
再
び
オ
ル
ド
ス
に
逃
れ
、
以
後
こ
の
地
に
お
い
て
活
動
し
て
い
く
。

　
劉
虎
は
「
漢
」
滅
亡
後
は
華
北
を
制
し
た
後
趙
と
友
好
関
係
を
結
び
、
三
四
一
年
に
は
後
趙
と
共
に
拓
践
部
を
攻
撃
す
る
も
返
り
討
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ち
に
あ
い
、
彼
は
間
も
な
く
死
去
し
た
。
劉
虎
の
後
を
継
い
だ
そ
の
子
劉
務
桓
は
、
よ
く
部
衆
を
ま
と
め
て
オ
ル
ド
ス
に
お
け
る
勢
力

を
築
き
、
後
趙
よ
り
平
北
将
軍
・
左
賢
王
・
丁
零
単
干
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
拓
践
什
翼
健
の
娘
を
妻
に
迎
え
て
こ
れ
と
も
友
好
関
係
を

保
っ
た
。
劉
務
桓
が
三
五
六
年
に
死
去
す
る
と
鉄
佛
部
は
内
乱
状
態
に
陥
り
、
務
桓
の
弟
關
随
頭
、
務
桓
の
子
悉
勿
祈
と
覇
権
が
移
り

変
わ
っ
た
が
、
悉
勿
祈
の
弟
衛
辰
が
部
衆
を
統
｝
し
た
。
劉
衛
辰
は
三
六
一
年
に
は
務
桓
と
同
様
拓
践
什
翼
健
の
娘
を
妻
に
迎
え
、
拓

践
部
と
は
引
き
続
き
友
好
関
係
を
維
持
し
た
が
、
オ
ル
ド
ス
の
南
方
関
中
を
支
配
す
る
前
秦
に
も
好
を
通
じ
て
い
た
。
三
六
五
年
に
は

拓
載
什
翼
健
が
兵
を
率
い
て
オ
ル
ド
ス
に
侵
攻
、
三
七
四
年
に
は
劉
衛
辰
は
大
敗
し
て
前
秦
に
亡
命
し
た
。
前
秦
天
王
荷
堅
は
衛
辰
に

兵
を
与
え
て
オ
ル
ド
ス
に
送
り
返
し
、
以
後
衛
辰
は
前
秦
に
臣
従
す
る
。

　
三
七
六
年
既
に
華
北
を
統
一
し
て
い
た
前
秦
は
、
劉
衛
辰
を
先
導
と
し
二
十
万
の
大
軍
を
派
遣
し
て
拓
践
部
を
討
ち
、
拓
践
什
翼
健

は
敗
死
し
拓
蹟
部
の
勢
力
は
一
旦
解
体
し
た
。
荷
堅
は
こ
の
地
域
を
黄
河
を
境
と
し
て
東
西
に
分
割
し
、
黄
河
以
東
を
劉
庫
仁
に
、
黄

河
以
西
を
劉
衛
辰
に
任
せ
た
。
衛
辰
は
西
単
干
と
な
り
オ
ル
ド
ス
に
お
け
る
覇
権
を
確
固
た
る
も
の
と
し
た
。
こ
れ
が
オ
ル
ド
ス
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

け
る
飼
奴
鉄
佛
部
第
　
の
全
盛
期
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
劉
衛
辰
は
こ
の
時
に
代
来
城
を
築
き
こ
れ
を
本
拠
地
と
し
た
。

　
し
か
し
三
八
三
年
に
前
秦
が
瀧
水
の
戦
い
に
敗
れ
崩
壊
す
る
と
、
鉄
佛
部
の
覇
権
も
揺
ら
ぎ
始
め
る
。
か
ね
て
拓
践
部
に
同
情
的
だ

っ
た
東
単
干
劉
庫
仁
に
匿
わ
れ
て
い
た
什
翼
健
の
遺
児
拓
践
珪
は
、
三
八
六
年
に
自
立
し
四
月
に
は
魏
王
を
称
し
た
。
北
魏
の
建
国
で

あ
る
。
こ
こ
に
拓
践
部
の
勢
力
が
再
興
し
た
。
宿
敵
拓
祓
部
の
復
活
は
鉄
佛
部
に
と
っ
て
重
大
な
脅
威
で
あ
り
、
三
九
〇
年
に
劉
衛
辰

は
そ
の
子
直
力
韓
を
派
遣
し
て
こ
れ
を
攻
め
た
が
敗
れ
た
。
翌
三
九
一
年
に
は
再
び
直
力
鵜
を
遠
征
さ
せ
る
が
大
敗
し
、
拓
践
珪
は
勢

い
に
乗
じ
て
黄
河
を
渡
り
オ
ル
ド
ス
に
侵
攻
、
代
来
城
を
攻
あ
落
と
し
鉄
佛
部
を
徹
底
的
に
撃
破
し
た
。
鉄
佛
部
衆
は
散
り
散
り
と
な

り
、
劉
衛
辰
は
西
方
に
逃
れ
た
も
の
の
部
下
に
殺
さ
れ
、
そ
の
一
族
の
多
く
も
捕
ら
え
ら
れ
、
拓
践
珪
は
衛
辰
の
首
と
大
量
の
家
畜
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

戦
利
品
と
し
て
東
方
に
凱
旋
し
た
。
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こ
の
時
衛
辰
の
子
劉
勃
勃
は
追
求
を
逃
れ
て
鮮
卑
醇
干
部
、
さ
ら
に
鮮
卑
多
蘭
部
の
没
変
干
の
下
に
亡
命
し
、
三
九
五
年
に
は
当
時

関
中
を
支
配
し
オ
ル
ド
ス
に
も
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
た
後
秦
よ
り
安
北
将
軍
・
五
原
公
に
任
じ
ら
れ
、
そ
の
後
援
を
得
て
オ
ル
ド
ス

に
復
帰
す
る
。
彼
は
四
〇
七
年
に
は
後
秦
よ
り
自
立
し
、
姓
を
赫
連
と
改
め
天
王
・
大
単
干
を
称
し
国
号
を
大
夏
と
し
、
初
め
は
オ
ル

ド
ス
一
円
か
ら
後
に
は
関
中
に
ま
で
覇
を
唱
え
、
東
の
北
魏
と
拮
抗
す
る
強
大
な
勢
力
を
華
北
西
部
に
築
き
上
げ
た
。
赫
連
勃
勃
が
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

一
三
年
に
無
定
河
畔
に
築
い
た
の
が
統
万
城
で
あ
る
。
統
万
城
は
現
在
も
陳
西
省
靖
辺
県
白
城
子
の
地
に
そ
の
偉
容
を
誇
っ
て
い
る
。

代
来
城
が
当
時
大
夏
国
の
領
域
内
に
あ
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
史
料
上
に
は
全
く
登
場
し
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
状
態
で

あ
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
四
二
五
年
に
赫
連
勃
勃
が
死
去
す
る
と
大
夏
国
は
た
ち
ま
ち
傾
き
、
四
二
七
年
に
は
北
魏
軍
が
統
万
城
を
攻
略
、
オ
ル
ド
ス
は
北
魏

の
支
配
下
に
入
っ
た
。
北
魏
は
そ
の
後
も
代
来
城
を
使
用
し
て
お
り
、
オ
ル
ド
ス
に
徒
民
し
た
救
勒
人
が
涼
州
に
逃
亡
す
る
の
を
防
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

た
め
、
こ
こ
に
兵
を
配
置
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
よ
り
後
代
来
城
は
史
料
上
に
全
く
そ
の
名
を
あ
ら
わ
さ
な
く
な
る
。
統
万
城
が
北

魏
以
後
元
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
重
要
な
軍
事
拠
点
と
し
て
史
料
に
頻
出
す
る
の
と
対
照
的
に
、
代
来
城
は
全
く
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
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二
　
代
来
城
の
位
置
に
関
す
る
諸
説

　
先
述
の
よ
う
に
代
来
城
は
比
較
的
早
い
時
期
に
放
棄
さ
れ
、
そ
の
位
置
も
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
水
経
注
』
等

後
世
の
地
理
書
は
言
う
に
及
ば
ず
、
史
料
上
に
全
く
そ
の
名
は
あ
ら
わ
れ
な
い
。
後
に
少
な
か
ら
ぬ
学
者
が
そ
の
位
置
を
問
題
に
し
た

が
、
諸
説
紛
々
と
し
て
定
ま
ら
な
か
っ
た
。



　
胡
三
省
は
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
百
四
孝
武
帝
太
元
元
年
条
の
注
に
「
代
来
城
、
在
北
河
西
、
蓋
秦
築
以
居
衛
辰
。
」
と
記
し
、
代
来

城
は
北
河
（
陰
山
山
脈
南
方
で
分
流
す
る
黄
河
の
北
流
）
の
西
方
に
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
こ
れ
は
統
万
城
や
劉
衛
辰
の
活
動
範
囲
と

か
け
離
れ
た
位
置
で
、
と
て
も
首
肯
で
き
な
い
。

　
願
祖
禺
『
読
史
方
輿
紀
要
』
は
代
来
城
に
言
及
す
る
も
の
の
、
そ
の
位
置
に
つ
い
て
は
巻
三
「
州
域
形
勢
三
」
で
「
在
今
楡
林
衛
北
」
、

巻
六
十
一
「
陳
西
十
」
で
は
「
在
鎮
北
」
と
記
す
の
み
で
、
詳
細
な
地
点
を
比
定
し
て
い
な
い
。

　
楊
守
敬
は
、
『
水
経
注
図
』
『
歴
代
輿
地
沿
革
図
』
の
中
で
代
来
城
を
ウ
ラ
ム
レ
ン
（
烏
蘭
木
倫
）
河
上
流
、
現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自

治
区
オ
ル
ド
ス
市
エ
ジ
ン
ホ
ロ
i
（
伊
金
雷
洛
）
旗
付
近
に
比
定
し
た
。
楊
は
そ
の
根
拠
を
記
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
説
は
後
に
広
く

踏
襲
さ
れ
た
。
讃
其
譲
編
『
中
国
歴
史
地
図
集
』
が
代
来
城
を
エ
ジ
ン
ホ
ロ
i
旗
と
し
た
の
は
、
や
は
り
楊
説
に
従
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
地
に
代
来
城
に
比
定
さ
れ
る
べ
き
遺
跡
は
存
在
せ
ず
、
結
局
推
定
の
域
を
出
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
日
本
で

は
前
田
正
名
氏
が
代
来
城
は
統
万
城
と
同
位
置
あ
る
い
は
ほ
ど
近
い
無
定
河
上
流
に
在
・
た
は
ず
と
主
弧
巳
・
ま
た
田
村
実
造
氏
が
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
0
）

来
城
は
即
ち
統
万
城
で
あ
る
と
の
説
を
唱
え
た
が
、
い
ず
れ
も
根
拠
を
詳
説
し
て
い
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
戴
応
新
氏
は
一
九
八
七
年
に
楡
林
市
西
方
の
白
城
台
遺
跡
の
現
地
調
査
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
白
城
台
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

代
来
城
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
氏
が
こ
の
よ
う
に
考
え
る
根
拠
は
四
つ
あ
る
。
第
一
に
、
北
魏
軍
の
侵
攻
経
路
か
ら
見
て
地
理
的
位
置

が
符
合
し
て
い
る
。
北
魏
の
根
拠
地
で
あ
る
平
城
（
山
西
省
大
同
市
）
か
ら
オ
ル
ド
ス
に
入
る
場
合
、
黄
河
湾
曲
部
東
北
の
君
子
津
を

通
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
北
魏
が
劉
衛
辰
を
破
っ
た
時
は
そ
こ
を
通
ら
ず
遠
回
り
し
て
、
現
在
の
包
頭
付
近
の
金
津
か
ら
黄
河
を
渡
っ

た
。
こ
れ
は
君
子
津
か
ら
白
城
台
ま
で
の
道
は
山
岳
丘
陵
地
で
攻
め
に
く
い
が
、
金
津
か
ら
は
一
面
の
平
地
で
大
変
攻
め
や
す
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
金
津
か
ら
白
城
台
ま
で
の
間
に
、
現
在
ま
で
の
所
城
跡
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
白
城
台
以
外
に
代
来
城
は
あ
り

得
な
い
。
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第
二
に
、
劉
衛
辰
は
北
魏
に
敗
れ
て
西
方
に
逃
走
し
た
が
、
彼
と
そ
の
家
族
が
捕
ま
っ
た
場
所
（
現
在
の
寧
夏
回
族
自
治
区
塩
池
県

付
近
）
は
全
て
白
城
台
の
西
南
に
あ
り
、
こ
れ
は
史
実
と
地
理
的
に
合
っ
て
い
る
。
第
三
に
、
北
魏
は
後
に
河
西
（
黄
河
以
西
）
に
移

住
さ
せ
た
救
勒
人
が
涼
州
に
逃
亡
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
五
原
黄
河
北
岸
と
代
来
城
に
兵
を
配
置
し
た
が
、
こ
れ
は
西
方
へ
の
逃
亡
を

防
ぐ
の
だ
か
ら
、
代
来
城
は
楡
林
以
西
の
無
定
河
流
域
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
第
四
に
、
白
城
台
と
統
万
城
は
色
も
材
料
も
工
法
も

よ
く
似
て
い
る
。
戴
氏
は
両
者
を
比
較
し
、
石
灰
を
使
用
し
城
壁
は
ど
ち
ら
も
石
灰
色
で
あ
る
こ
と
、
四
周
に
敦
台
や
角
楼
を
築
き
城

門
に
盆
城
が
あ
る
こ
と
、
版
築
は
堅
固
で
各
層
の
厚
さ
も
比
較
的
近
い
（
白
城
台
は
八
～
十
三
セ
ン
チ
、
城
角
部
で
は
五
セ
ン
チ
）
こ

と
を
類
似
点
と
し
て
挙
げ
る
。
ま
た
白
城
台
と
統
万
城
は
わ
ず
か
五
十
キ
ロ
し
か
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、
統
万
城
は
白
城
台
か
ら
西
南

へ
の
逃
走
経
路
の
途
上
に
あ
り
、
赫
連
勃
勃
に
し
て
み
れ
ば
熟
知
し
た
土
地
で
、
城
を
築
く
の
に
好
条
件
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
、
根

拠
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
る
。

　
私
は
戴
氏
の
示
す
根
拠
の
全
て
に
必
ず
し
も
賛
同
す
る
も
の
で
は
な
い
。
第
一
の
北
魏
の
侵
攻
経
路
に
関
し
て
言
え
ば
、
代
来
城
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ほ
ど
近
い
は
ず
の
統
万
城
を
攻
撃
す
る
際
、
北
魏
軍
が
二
回
も
君
子
津
を
渡
っ
た
こ
と
を
こ
れ
で
は
説
明
で
き
な
い
。
第
三
の
根
拠
も

必
ず
し
も
十
分
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。
と
は
い
え
第
二
の
根
拠
は
充
分
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
た
と
え
戴
氏
の
挙
げ
る
根

拠
の
い
く
つ
か
が
必
ず
し
も
充
分
な
説
得
力
を
持
た
な
い
に
せ
よ
、
代
来
城
を
エ
ジ
ン
ホ
ロ
ー
旗
付
近
に
比
定
す
る
こ
と
は
さ
ら
に
根

拠
が
薄
く
、
全
く
肯
定
で
き
な
い
。
さ
ら
に
私
は
白
城
台
遺
跡
を
参
観
し
、
戴
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
統
万
城
と
の
類
似
性
が
著
し
い
様

子
を
実
見
し
た
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
白
城
台
遺
跡
を
代
来
城
と
す
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
但
し
白
城
台
は
ま
だ

本
格
的
発
掘
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
明
確
な
年
代
を
特
定
で
き
る
遺
物
は
採
集
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
を
代

来
城
と
確
定
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う

　
こ
の
白
城
台
遺
跡
は
放
棄
さ
れ
た
後
、
オ
ル
ド
ス
の
沙
漠
中
に
千
数
百
年
に
渡
り
放
置
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
巨
大
な
構
造
物
で
あ
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る
た
め
そ
の
来
歴
は
不
明
で
も
故
城
趾
ら
し
き
も
の
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
地
の
人
々
に
認
識
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

る
。
光
緒
三
十
四
年
（
一
九
〇
八
）
撰
の
『
緩
遠
全
志
』
は
、
巻
三
「
故
城
郡
県
考
」
で
代
来
城
に
つ
い
て
「
在
左
翼
界
内
」
と
記
す

だ
け
だ
が
、
「
伊
克
昭
盟
旗
故
城
廃
州
」
の
中
に
故
白
城
と
い
う
地
名
を
挙
げ
「
在
右
翼
前
旗
内
、
直
楡
林
西
」
と
記
し
て
い
る
。
那

ホ
多
斯
右
翼
前
旗
は
現
在
の
ウ
ー
シ
ン
（
烏
審
）
旗
に
当
た
り
、
ま
た
楡
林
の
真
西
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
故
白
城
は
白
城
台
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
民
国
十
八
年
（
一
九
二
九
）
刊
の
『
横
山
県
志
』
は
古
蹟
と
し
て
白
城
台
を
挙
げ
「
在
波
羅
口
外
五
十
里
、

無
定
河
西
。
城
係
白
土
、
所
築
甚
大
、
四
門
宛
存
」
と
記
す
。
こ
れ
は
位
置
か
ら
考
え
て
も
城
の
様
子
か
ら
考
え
て
も
、
明
ら
か
に
現

在
の
白
城
台
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
白
城
台
は
代
来
城
と
し
て
で
は
な
く
一
故
城
趾
と
し
て
は
文
献
に
記
載
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
本
格
的
調
査
が
行
わ
れ

な
か
っ
た
た
め
、
一
九
八
七
年
ま
で
は
来
歴
不
明
の
古
蹟
と
し
て
放
置
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

三
　
白
城
台
（
代
来
城
）
遺
跡
の
現
状

　
こ
こ
で
は
二
〇
〇
一
年
八
月
二
三
日
に
私
が
参
観
す
る
機
会
を
得
た
白
城
台
遺
跡
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

私
昼
九
九
六
年
八
月
に
統
万
城
を
参
観
し
旋
・
統
万
城
を
築
い
た
楚
勃
勃
の
父
劉
衛
辰
の
築
い
た
代
来
城
と
さ
れ
る
白
城
台

遺
跡
を
参
観
す
る
機
会
は
な
か
な
か
無
か
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
八
月
、
以
前
留
学
し
て
い
た
陳
西
師
範
大
学
西
北
歴
史
環
境
変
遷
与
経

済
社
会
発
展
研
究
中
心
の
先
生
方
か
ら
、
陳
西
省
楡
林
地
区
文
物
管
理
会
主
任
の
康
蘭
英
先
生
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
康
先
生
の
按
排

に
よ
り
参
観
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
当
日
は
文
物
管
理
会
副
主
任
の
喬
健
軍
先
生
と
、
同
会
研
究
員
の
周
建
氏
が
同
行
し
て
下
さ
っ
た
。
喬
先
生
は
西
北
大
学
考
古
系
の
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出
身
で
、
西
北
大
学
教
授
だ
っ
た
戴
応
新
氏
が
一
九
八
七
年
に
白
城
台
に
第
一
回
調
査
を
実
施
し
た
際
調
査
隊
に
加
わ
っ
た
。
以
来
現

地
で
行
わ
れ
た
白
城
台
へ
の
調
査
の
全
て
に
参
加
し
て
お
り
、
白
城
台
は
既
に
四
回
目
で
あ
る
。

　
白
城
台
遺
跡
は
楡
林
市
の
ほ
ぼ
真
西
四
〇
キ
ロ
の
地
点
に
あ
る
。
車
は
市
街
地
を
抜
け
る
と
す
ぐ
沙
漠
に
入
る
。
遺
跡
に
向
か
う
道

は
ま
っ
す
ぐ
西
に
延
び
て
い
る
。
街
か
ら
少
し
離
れ
る
と
道
は
全
く
舗
装
さ
れ
て
お
ら
ず
砂
利
も
敷
い
て
い
な
い
砂
の
道
と
な
る
。
所
々

穴
が
あ
い
て
お
り
時
々
ひ
ど
く
揺
れ
る
。
運
転
手
は
巧
み
に
穴
を
避
け
る
の
だ
が
、
そ
の
結
果
蛇
行
運
転
と
な
り
少
し
車
酔
い
す
る
。

し
か
し
喬
先
生
の
話
で
は
、
一
九
八
七
年
の
第
一
回
調
査
の
頃
は
今
よ
り
も
道
が
悪
く
、
雨
が
降
っ
て
ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
。
走
る
こ
と
二
時
間
あ
ま
り
で
巴
拉
素
（
バ
ラ
ス
）
鎮
に
着
き
昼
食
。
昼
食
後
出
発
し
も
の
の
十
分
で
白
城
台
に
着
く
。
巴
拉

素
鎮
か
ら
道
は
南
下
し
遺
跡
の
西
側
に
到
着
し
た
。
周
り
は
本
当
の
沙
漠
で
何
も
な
い
。
城
の
西
側
に
申
し
訳
程
度
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

畑
と
防
砂
林
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
東
方
数
キ
ロ
先
に
低
い
尾
根
が
あ
り
そ
こ
に
は
漢
代
と
明
代
の
長
城
が
あ
る
。
あ
と
は
薄
い
黄
色

の
沙
漠
が
延
々
と
続
く
ば
か
り
で
あ
る
。

　
白
城
台
遺
跡
は
先
述
の
よ
う
に
戴
応
新
氏
を
中
心
と
す
る
調
査
隊
が
一
九
八
七
年
以
来
二
度
に
渡
り
調
査
し
測
量
し
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
城
は
ほ
ぼ
正
方
形
を
呈
し
、
北
壁
は
四
六
五
メ
ー
ト
ル
、
西
壁
は
四
八
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
壁
は
四
七
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
壁
は

四
八
五
メ
ー
ト
ル
、
壁
の
厚
さ
は
一
二
～
一
五
メ
ー
ト
ル
、
城
内
外
が
砂
丘
に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
城
壁
の
基
底
部
は
埋
没
し
、
壁
の

残
高
は
三
～
五
メ
ー
ト
ル
、
版
築
の
一
層
は
八
～
＝
ニ
セ
ン
チ
だ
が
、
城
門
部
分
は
堅
固
で
五
セ
ン
チ
、
と
な
っ
て
い
る
。

　
西
の
城
門
か
ら
時
計
回
り
に
歩
き
始
め
る
。
西
の
公
瓦
城
は
比
較
的
よ
く
保
存
さ
れ
て
お
り
載
応
新
氏
も
詳
し
く
測
量
し
て
い
る
。
こ

こ
が
城
の
四
つ
の
門
の
う
ち
で
一
番
公
瓦
城
の
残
り
が
よ
い
。
壁
自
体
は
か
な
り
風
化
し
て
い
る
が
、
黄
色
い
砂
の
中
か
ら
白
い
土
塁
状

の
も
の
が
一
、
ニ
メ
ー
ト
ル
突
き
だ
し
て
い
る
。
現
状
で
も
白
い
土
塁
に
囲
ま
れ
た
四
角
形
の
空
間
が
確
認
で
き
、
こ
こ
が
公
瓦
城
で
あ

る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

150東洋文化研究5号



　
白
城
台
の
城
壁
は
統
万
城
と
の
著
し
い
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
統
万
城
は
そ
の
特
異
な
工
法
で
知
ら
れ
て
い
る
。
城
壁
は
一
般

的
に
土
（
当
地
の
場
合
は
黄
土
）
を
材
料
と
す
る
が
、
統
万
城
は
砂
、
粘
土
、
石
灰
を
混
ぜ
て
水
を
加
え
た
も
の
を
材
料
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
い
わ
ば
セ
メ
ン
ト
に
類
す
る
も
の
で
（
統
万
城
は
生
石
灰
を
用
い
た
の
で
厳
密
に
は
セ
メ
ン
ト
で
は
な
い
が
）
、
単
な
る
土
に

比
べ
遥
か
に
強
靱
で
あ
る
。
石
灰
に
水
を
混
ぜ
る
と
膨
張
し
て
熱
と
水
蒸
気
を
発
す
る
。
『
晋
書
』
巻
一
百
三
十
赫
連
勃
勃
載
記
は
こ

の
様
子
を
「
蒸
土
築
城
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
材
料
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
統
万
城
は
極
め
て
堅
固
で
現
在
に
至

る
ま
で
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。
石
灰
で
造
ら
れ
て
い
る
た
め
城
全
体
が
白
く
、
地
元
で
は
白
城
子
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
白
城
台
の
城
壁
も
白
く
確
か
に
統
万
城
に
よ
く
似
て
い
る
。
周
囲
の
沙
漠
の
砂
が
黄
色
い
の
で
、
壁
が
相
当
風
化
し
砂
丘
に
埋
も
れ

か
か
っ
て
い
る
部
分
で
も
、
白
い
色
が
浮
き
出
て
お
り
城
壁
の
跡
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
そ
れ
ほ
ど
固
く
は
造
ら
れ
て
お
ら

ず
、
手
で
触
る
と
ざ
ら
ざ
ら
と
し
て
削
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
色
も
白
い
こ
と
は
白
い
が
統
万
城
の
よ
う
に
純
白
に
近
く
は
な
く
、
灰
色

を
帯
び
て
い
る
。
お
そ
ら
く
石
灰
の
量
も
少
な
い
の
だ
ろ
う
。
西
壁
で
版
築
の
厚
さ
を
計
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
七
～
一
〇
セ
ン
チ
で
統

万
城
の
よ
う
に
緻
密
で
は
な
い
。
保
存
状
態
が
よ
く
な
い
の
は
こ
の
せ
い
も
あ
る
だ
ろ
う
。
喬
先
生
の
お
話
で
は
、
白
城
台
の
城
壁
は

統
万
城
同
様
石
灰
を
用
い
て
い
る
が
、
統
万
城
よ
り
は
粗
く
作
り
方
も
雑
で
あ
る
。
た
だ
色
に
つ
い
て
は
前
日
雨
が
降
っ
た
の
で
湿
っ

て
灰
色
に
な
っ
た
ら
し
く
、
普
段
は
も
う
少
し
白
い
と
い
う
。

　
西
門
か
ら
北
に
向
か
う
が
、
城
壁
は
か
な
り
風
化
し
版
築
の
芯
の
最
も
堅
い
部
分
を
残
し
て
削
り
取
ら
れ
て
お
り
、
基
層
か
ら
版
築

の
跡
が
く
っ
き
り
と
階
段
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状
に
な
っ
て
残
っ
て
い
る
（
写
真
一
）
。
統
万
城
の
壮
麗
な
保
存
状
態
と
は
雲
泥
の
差
で
あ
る
。

城
の
西
北
角
付
近
は
風
化
が
激
し
い
。
や
は
り
冬
の
季
節
風
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
上
に
厚
く
砂
が
被
さ
り
木
や
草
が
生
え
て
い
て
壁
は

見
え
な
い
。
風
化
し
て
壁
の
原
形
を
留
め
ず
白
い
土
塊
と
化
し
て
い
る
部
分
も
多
い
（
写
真
二
）
。
北
壁
に
行
く
と
ま
た
砂
の
中
か
ら

階
段
状
の
壁
が
突
き
出
し
て
い
る
。
壁
の
上
部
や
日
向
の
部
分
は
乾
い
て
白
い
が
、
基
盤
や
日
陰
部
分
は
ま
だ
水
を
吸
っ
て
灰
色
を
呈
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し
、
所
々
苔
が
生
え
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
付
近
の
版
築
は
十
ニ
セ
ン
チ
程
度
の
部
分
も
あ
る
。

　
西
壁
北
壁
は
か
な
り
風
化
し
て
お
り
残
存
部
分
も
高
さ
せ
い
ぜ
い
一
、
ニ
メ
ー
ト
ル
程
度
だ
が
、
北
東
角
は
か
な
り
保
存
状
態
が
よ

い
。
地
上
か
ら
五
、
六
メ
ー
ト
ル
も
突
き
だ
し
て
い
て
、
ま
さ
し
く
城
壁
と
い
う
風
情
で
あ
る
。
基
台
の
厚
さ
も
一
〇
メ
ー
ト
ル
近
い
。

私
は
喬
先
生
と
一
緒
に
壁
の
上
を
歩
い
た
が
か
な
り
高
く
感
じ
る
（
写
真
三
）
。
但
し
城
壁
が
完
全
に
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

上
部
は
三
角
錐
型
に
削
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
城
壁
の
上
を
歩
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
北
東
の
敦
台
は
は
っ
き
り
と
原
形
を
留

め
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
角
の
部
分
は
崩
壊
せ
ず
に
北
壁
と
東
壁
が
き
ち
ん
と
繋
が
っ
て
い
て
、
九
〇
度
の
角
度
で
城
壁
が

角
を
作
っ
て
い
る
の
が
よ
く
判
る
。

　
北
東
角
か
ら
南
下
す
る
と
ま
た
所
々
砂
に
埋
ま
っ
た
部
分
が
あ
り
、
ま
た
階
段
状
の
残
存
部
分
も
交
互
に
出
現
す
る
。
東
門
の
部
分

は
残
り
が
よ
い
。
盆
城
は
確
認
で
き
な
い
が
城
門
両
脇
の
城
壁
部
分
と
お
ぼ
し
き
部
分
が
よ
く
残
り
、
中
央
の
門
の
あ
る
べ
き
所
だ
け

ぽ
っ
か
り
と
壁
が
途
切
れ
て
い
る
。
南
壁
も
所
々
は
か
な
り
高
い
壁
が
残
っ
て
い
る
。
南
門
も
保
存
状
態
良
好
で
、
基
層
が
厚
く
高
さ

五
メ
ー
ト
ル
程
の
壁
が
東
西
十
数
メ
ー
ト
ル
に
渡
り
残
っ
て
い
る
（
写
真
四
）
。
た
だ
城
門
付
近
の
壁
の
穴
に
ス
ズ
メ
バ
チ
が
巣
を
作

っ
て
い
て
、
残
念
な
が
ら
あ
ま
り
接
近
す
る
事
は
で
き
な
か
っ
た
。
東
南
角
か
ら
西
門
ま
で
の
城
壁
は
か
な
り
風
化
し
て
い
て
、
砂
の

上
に
わ
ず
か
ば
か
り
の
白
い
土
が
顔
を
覗
か
せ
る
程
度
で
あ
る
。

　
南
壁
ま
で
城
内
に
人
の
痕
跡
は
な
く
全
く
の
沙
漠
で
あ
っ
た
。
城
内
に
所
々
木
が
植
林
し
て
あ
り
、
東
北
角
で
枝
の
勇
定
作
業
を
し

に
来
て
い
た
二
人
の
作
業
員
に
出
会
っ
た
く
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
南
東
角
に
近
づ
く
と
城
内
に
畑
が
出
現
し
、
南
東
角
敦

台
上
に
農
民
が
版
築
の
小
屋
を
造
り
木
の
柵
で
囲
っ
て
い
る
。
ど
う
も
家
畜
小
屋
の
よ
う
で
あ
る
。
喬
先
生
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
明
ら

か
な
法
律
違
反
で
遺
跡
破
壊
だ
が
、
文
管
会
は
警
察
で
は
な
い
か
ら
ど
う
に
も
で
き
な
い
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
西
門
か
ら
見
た
城

外
の
と
う
も
ろ
こ
し
畑
も
、
こ
の
け
し
か
ら
ぬ
農
民
の
も
の
ら
し
い
。
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こ
う
し
て
我
々
は
城
を
約
一
時
間
か
け
て
一
周
し
た
。
一
六
〇
〇
年
以
上
前
に
建
設
さ
れ
た
城
と
し
て
は
よ
く
残
っ
て
い
る
と
言
う

べ
き
だ
ろ
う
が
、
か
な
り
風
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
陳
西
省
の
文
化
財
行
政
は
漢
・
唐
に
手
厚
く
他
の
時

代
に
は
冷
淡
と
い
う
の
が
一
般
的
傾
向
で
、
こ
れ
は
楡
林
地
区
で
も
例
外
で
は
な
く
、
考
古
発
掘
は
漢
墓
を
中
心
に
行
わ
れ
、
白
城
台

に
つ
い
て
は
現
在
の
所
、
本
格
的
発
掘
計
画
も
何
ら
か
の
遺
跡
保
存
措
置
を
と
る
予
定
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
遺
跡
の

重
要
性
を
考
え
れ
ば
、
遺
憾
千
万
と
言
う
ほ
か
に
な
い
。

　
劉
衛
辰
の
子
赫
連
勃
勃
が
築
い
た
統
万
城
は
、
そ
の
歴
史
的
重
要
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
今
や
観
光
の
目
玉
と
し
て
期
待
さ
れ
、
既

に
統
万
城
に
至
る
道
路
は
整
備
さ
れ
、
地
元
政
府
は
遺
跡
保
存
措
置
に
も
着
手
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
。
白
城
台
に
も
何
ら
か
の

保
存
措
置
が
と
ら
れ
、
こ
の
貴
重
な
遺
跡
が
後
世
に
末
永
く
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。

お
わ
り
に

市来

　
以
上
代
来
城
と
比
定
さ
れ
る
白
城
台
遺
跡
の
位
置
と
現
況
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
遺
跡
に
つ
い
て
は
文
字
通
り
参
観
で
あ
っ
て
調

査
と
呼
べ
る
よ
う
な
活
動
は
し
て
い
な
い
が
、
康
蘭
英
先
生
に
よ
れ
ば
、
こ
の
遺
跡
を
参
観
し
た
外
国
人
は
私
が
初
め
て
（
二
〇
〇
一

年
八
月
現
在
）
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ
の
様
子
を
報
告
す
る
こ
と
に
些
か
な
り
と
も
意
味
は
あ
ろ
う
と
思
う
。

　
代
来
城
は
統
万
城
の
東
五
〇
キ
ロ
足
ら
ず
で
、
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
鉄
佛
部
の
根
拠
地
は
一
貫
し
て
オ
ル
ド
ス
東
南
部
地
域
に
あ
り
、

そ
の
活
動
範
囲
も
あ
る
程
度
限
定
さ
れ
る
。
こ
れ
が
鉄
佛
部
の
オ
ル
ド
ス
支
配
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
か
と
い
う
点
を
今

後
の
課
題
と
し
て
結
び
と
し
た
い
。

　
末
筆
な
が
ら
、
私
の
参
観
を
許
可
し
多
く
の
便
宜
を
図
っ
て
下
さ
っ
た
陳
西
省
楡
林
地
区
文
管
会
の
康
蘭
英
先
生
、
喬
健
軍
先
生
、
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周
建
氏
、
お
よ
び
文
管
会
に
紹
介
の
労
を
と
っ
て
下
さ
っ
た
陳
西
師
範
大
学
西
北
歴
史
環
境
変
遷
与
経
済
社
会
発
展
研
究
中
心
の
侯
甫

堅
先
生
、
李
令
福
先
生
、
陳
西
省
文
物
局
の
胡
林
貴
先
生
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
感
謝
し
た
い
。

注
（
1
）
　
黄
河
上
流
湾
曲
部
に
囲
ま
れ
た
黄
河
右
岸
の
地
域
。
現
在
の

　
　
行
政
区
画
で
は
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
オ
ル
ド
ス
（
那
ホ
多
斯
）

　
　
市
及
び
陳
西
省
の
長
城
以
北
に
相
当
す
る
。
そ
の
名
称
は
一
五

　
　
世
紀
末
に
モ
ン
ゴ
ル
の
ダ
ヤ
ン
ハ
ー
ン
が
こ
の
地
に
オ
ル
ド
ス

　
　
万
戸
を
置
い
た
こ
と
に
由
来
し
、
以
来
こ
の
地
の
モ
ン
ゴ
ル
族

　
　
は
「
オ
ル
ド
ス
部
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
な
お
こ
の
地
域
は
清

　
　
代
以
来
行
政
区
画
上
イ
フ
・
ジ
ョ
ー
（
伊
克
昭
）
盟
と
さ
れ
て

　
　
き
た
が
、
二
〇
〇
一
年
九
月
に
盟
を
廃
し
、
従
来
イ
フ
・
ジ
ョ
i

　
　
盟
を
形
成
し
て
い
た
一
市
七
旗
は
オ
ル
ド
ス
市
に
改
編
さ
れ
た
。

　
　
同
時
に
当
地
の
中
心
都
市
で
あ
る
東
勝
市
も
オ
ル
ド
ス
市
と
改

　
　
称
し
た
。

（
2
）
　
文
有
為
・
李
海
如
「
楡
林
調
査
前
秦
代
来
城
趾
　
　
認
定
是

　
　
赫
連
勃
勃
幼
年
所
居
故
城
」
『
中
国
文
物
報
』
一
九
九
一
年
第

　
　
二
六
期

（
3
）
　
鉄
佛
部
の
祖
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
内
田
吟
風
『
北
ア

　
　
ジ
ア
史
研
究
飼
奴
篇
』
同
朋
舎
、
一
九
七
五
年
は
、
南
単
干

　
　
の
一
族
で
後
漢
末
期
に
活
躍
し
た
左
賢
王
去
卑
と
し
て
い
る
。

（
4
）
　
本
文
に
登
場
す
る
五
胡
十
六
国
時
代
の
各
国
の
歴
史
に
つ
い

　
　
て
は
こ
こ
で
は
詳
述
を
省
く
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
三
嫡
良
章

　
　
『
五
胡
十
六
国
　
　
中
国
史
上
の
民
族
大
移
動
』
東
方
書
店
、

　
　
二
〇
〇
二
年
、
が
最
も
ま
と
ま
っ
た
概
説
書
で
あ
る
の
で
、
参

　
　
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）
　
「
衛
辰
入
居
塞
内
、
荷
堅
以
為
西
軍
干
、
督
撮
河
西
諸
虜
、

　
　
屯
干
代
來
城
。
」
（
『
晋
書
』
巻
一
百
三
十
「
赫
連
勃
勃
載
記
」
）
。

　
　
「
（
荷
）
堅
後
以
劉
辰
為
西
軍
干
、
督
撮
河
西
雑
類
、
屯
代
來
城
。
」

　
　
（
『
魏
書
』
巻
九
五
「
鉄
佛
劉
虎
伝
」
）

（
6
）
　
「
後
魏
師
伐
之
、
辰
令
其
子
力
倹
提
距
戦
、
為
魏
所
敗
。
魏

　
　
人
乗
勝
濟
河
、
克
代
來
、
執
辰
殺
之
。
」
（
『
晋
書
』
巻
一
百
三

　
　
十
「
赫
連
勃
勃
載
記
」
）
。
「
登
國
中
、
衛
辰
遣
子
直
力
鰻
冠
南

　
　
部
、
其
衆
八
九
萬
、
太
祖
軍
五
六
千
人
、
為
其
所
團
。
太
祖
乃

　
　
以
車
為
方
螢
、
並
職
並
前
、
大
破
之
於
鐵
岐
山
南
、
直
力
鞄
軍

　
　
騎
而
走
、
獲
牛
羊
二
十
飴
萬
。
乗
勝
追
之
、
自
五
原
金
津
南
渡
、

　
　
逞
入
其
國
、
居
民
骸
齪
、
部
落
奔
潰
、
遂
至
衛
辰
所
居
悦
践
城
。
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衛
辰
父
子
驚
遁
、
乃
分
遣
諸
將
輕
騎
追
之
。
陳
留
公
元
度
南
至

　
　
白
堅
池
、
虜
衛
辰
家
屡
。
將
軍
伊
謂
至
木
根
山
、
檎
直
力
鞍
、

　
　
墨
井
其
衆
。
衛
辰
軍
騎
遁
走
、
為
其
部
下
所
殺
、
傳
首
行
宮
、

　
　
獲
馬
牛
羊
四
百
饒
萬
頭
。
」
（
『
魏
書
』
巻
九
五
「
鉄
佛
劉
虎
伝
」
）

（
7
）
　
統
万
城
遺
跡
に
つ
い
て
は
侯
仁
之
「
統
万
城
遺
趾
調
査
」

　
　
『
文
物
参
考
資
料
」
一
九
五
七
ー
一
〇
、
同
「
従
紅
柳
河
上
的

　
　
古
城
廃
埴
看
毛
烏
素
沙
漠
的
変
遷
」
『
文
物
』
一
九
七
三
－
一
、

　
　
陳
西
省
文
管
会
「
統
万
城
城
趾
勘
測
記
」
『
考
古
』
一
九
八
一
－

　
　
三
、
戴
応
新
『
赫
連
勃
勃
与
統
万
城
』
陳
西
人
民
出
版
社
、
一

　
　
九
九
〇
年
、
拙
稿
「
統
万
城
の
戦
略
的
位
置
に
つ
い
て
」
『
黄

　
　
土
高
原
と
オ
ル
ド
ス
　
　
中
国
西
北
路
寧
夏
・
陳
北
調
査
記
』
、

　
　
勉
誠
社
、
一
九
九
七
年
、
所
収
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
8
）
　
「
潔
等
固
執
、
乃
聴
分
徒
三
萬
鯨
落
於
河
西
、
西
至
白
堅
池
。

　
　
新
民
驚
骸
、
皆
日
「
圏
我
於
河
西
之
中
、
是
將
殺
我
也
」
、
欲
西

　
　
走
涼
州
。
潔
與
侍
中
古
弼
屯
五
原
河
北
、
左
僕
射
安
原
屯
悦
抜

　
　
城
北
、
備
之
。
（
『
魏
書
』
巻
二
八
「
劉
潔
伝
」
）
悦
抜
城
は
代

　
　
来
城
の
別
名
で
あ
る
。

（
9
）
　
「
代
来
城
と
統
万
城
が
同
じ
位
置
に
築
か
れ
て
い
た
か
異
な

　
　
っ
た
位
置
か
不
明
で
あ
る
が
、
た
と
え
位
置
が
異
な
っ
て
い
て

　
　
も
そ
れ
ほ
ど
遠
く
離
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
」
（
『
平
城

　
　
の
歴
史
地
理
学
的
考
察
』
、
風
間
童
旦
房
、
一
九
七
九
年
）

（
1
0
）
　
田
村
実
造
『
中
国
史
上
の
民
族
移
動
期
』
創
文
社
、
一
九
八

　
　
五
年

（
1
1
）
　
前
掲
『
赫
連
勃
勃
与
統
万
城
』
「
代
来
城
故
趾
考
古
記
」

（
1
2
）
　
北
魏
は
四
二
六
年
と
四
二
七
年
に
オ
ル
ド
ス
を
攻
撃
し
、
四

　
　
二
七
年
に
は
統
万
城
を
攻
略
し
て
い
る
が
、
こ
の
際
二
回
と
も

　
　
君
子
津
を
渡
っ
て
い
る
。

（
1
3
）
　
伊
克
昭
盟
那
ホ
多
斯
左
翼
前
旗
・
中
旗
・
後
旗
の
境
域
内
。

　
　
現
在
の
エ
ジ
ン
ホ
ロ
i
旗
、
ジ
ュ
ン
ガ
ル
（
准
格
爾
）
旗
、
ダ

　
　
ラ
ト
（
達
拉
特
）
旗
に
当
た
る
。
明
ら
か
に
白
城
台
遺
跡
と
は

　
　
異
な
る
。

（
1
4
）
　
こ
の
時
私
は
陳
西
歴
史
博
物
館
主
催
の
「
中
国
西
北
専
線
考

　
　
察
」
団
に
参
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Location　and　Existing　Status　of　Dai　lai　castle

Hiroshi　ICHIKI

Key　words：Dai　lai　castle，　Bai　cheng　tai　ruins，

Liu　weichen，　Tongwan　castle

Xiongnu　tiefo　tribe，

　Dai　rai　castle　was　built　by　Liu　Weichen　of　Xiongnu　tiefo　tribe　in

376A．　D．　in　present　Ordos　area．　Liu　weichen　dominated　Ordos　area

based　on　this　castle．　In　391，　the　castle　was　fallen　and　abandoned　by

attacks　of　Xianbei　Tuoba　tribe．　After　that，　the　location　of　the

CaStle　WaS　nOt　Clear．

　Yang　Shoujing　elaborated　on　a　location，　Which　was　in　and

around　Yijinhuoluo　of　Ordos　in　Inner　Mongolia．

　However，　it　was　not　enough　grounds．

　In　1991，　the　Civilizatioll　Bureau　of　the　Chinese　Government

authorized　a　theory　of　Dai　Yingxin　that　the　castle　is　the　ruins　of

Baichengtai　in　Yulin－City，　as　a　result　of　his　field　survey　in　1987．

　Iinspected　the　Baichengtai　ruins　on　August　23「d　2001．　I　think　it

is　an　adequate　theory　as　of　today　that　Baichengtai　ruins　are　the

Dailai　castle，　considering　special　construction　method　by　using　lime，

Characteristics　of　castle　walls，　and　geographical　location，
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